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研究の背景・目的 
1. 気候変動による水産業への影響が各地域で顕在化

しています。特に近年の東北地方太平洋側では、水

温が著しく上昇すると共に南方系の魚介類の漁獲

量が急増している地域があります。その一方で、シ

ロザケ、サンマなどの冷水性魚類の漁獲量の減少や

養殖業の地域的な収量低下も生じています。 
2. 各地域で顕在化してきた気候変動による水産業へ

の影響が今後、各地域の漁業・養殖業おいてどこま

で拡大するか、どの程度まで適応可能であるかを把

握することが重要となっています。 
3. 本課題では、これまでの水産業への気候変動の影響

と対応を整理すると共に、今後の気候変動への適応

を目指し、主要な水産業における将来予測と想定さ

れる適応策の効果を温暖化レベル（産業革命以降の

全世界の平均気温の上昇℃）別にまとめました。 
 
研究成果 
1. 近年、日本各地で漁獲される魚種の組成が大きく

変化しています。そこで、このような状況は過去

にも経験した変動なのかを探るため、1894年

（明治27年）から現在までの魚種別都道府県別

漁獲量統計を用い、様々な魚種の漁獲量の重心位

置の経時的変化を調べ、その周期性や海洋環境と

の関係性を明らかにしました１）、２）。ブリの事例

では、近年、漁獲量の重心が北東に移動していま

すが、1920年代や1960年代にも北東に移動した

時期があり、生物の分布の変化と共に主産地も変

化する状況を把握することができました（図

１）。このように近年様々な魚種で北日本での漁

獲が増えていますが、明治・大正時代にも似たよ

うな状況があったことから、気候変動への適応策

のヒントが過去の漁業活動から得られるかもしれ

ないことを見出しました。 

2. 次に将来の影響について紹介します。サンマは資

源量の減少によって各国の漁獲量が減少していま

す。中でも日本では高水温によって日本近海の漁

場面積が縮小し、漁獲量の減少率が特に大きくな

っています。そこで将来の気候シナリオに基づく

水温データセットを用い、適水温範囲からサンマ

の漁場面積を予測したところ、温暖化レベルが

２℃程度では、近年と大きな違いは見られません

が、温暖化レベルが４℃では初漁期の９月にはほ

とんど漁場が形成されないと予想されました。漁

期後半の 11 月にはその影響は小さいと予想され

ており、主漁期が遅くなる傾向が示されました。 

3. 近年、東北地方太平洋側では回遊性種に加えて、

暖水性の沿岸性種・底魚類も増加しており、今後

の変化が注目されます 3）。そこで、東北地方太平

洋側における海流系（黒潮、親潮）の特徴も考慮

して底魚類の将来予測を行いました４）。当海域の

気候変動による底魚類の影響特性として、ヒラメ

等の浅海域の暖水性種は分布域が北上する傾向が

強いのに対し、キチジ等深海性種では水深が深く

なる傾向が強いことも示されました。 

4. 養殖業への影響は産地によっても異なります。ワ

カメは鳴門海域（瀬戸内海）と三陸海域が主産地

ですが、気候変動による影響や有効な適応策が産

地によって異なることが示されました 5）。鳴門海

域（瀬戸内海）では温暖化レベルが４℃まで進行

すると、生長が現在の78％に低下すると予想され

ました 6）。しかし、高温耐性品種を用いることで、

図１．ブリにおける漁獲量の重心の変化 
各年の都道府県の漁獲量のバランスから重心と

なる緯度経度座標1点を求めました。 
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生長の低下を92％に抑えられることも示されまし

た（図２）。一方、三陸海域では鳴門海域よりも水

温が低いため、温暖化レベルが４℃でも生長への

影響が小さいことが示されました 7）。ただし、収

穫時期が２ヶ月程度早期化するため、収穫スケジ

ュールの変更など、鳴門海域とは異なる適応策が

必要であることが示されました。 

 

 

5. 岩礁藻場では高水温に起因する磯焼けが各地で報

告され、あわび類等の磯根資源への影響が懸念さ

れています。三陸海域では今後の水温上昇によっ

てコンブ藻場からアラメ藻場に移行し、温暖化レ

ベルが２℃ではエゾアワビの分布密度が半分程度、

温暖化レベルが４℃になると 10%未満に低下する

と予想されました 4）。ただし、アラメ藻場では稚

貝放流による増殖効果が高いことから、稚貝放流

によって影響を大きく改善（分布密度の減少を約

50％に改善）できる可能性も示されました。 

6. 以上のように、主要な漁業・養殖業において温暖

化レベルが２℃では影響が限定的であるものの、

それ以上温暖化が進むと影響が顕著になると予想

されました 4）。また、地域によっても影響や適応

策が異なり、気候変動に対して脆弱な地域・業種

がある一方で、影響に対し頑健な地域・業種があ

る事も示せました 8）。なお、水産業を取り巻く社

会・経済状況が変化していることに加え、温暖化

によって海洋環境の変化も複雑になってきていま

す。そのため、気候変動への水産業の対応はさら

に困難になるとの指摘もあります 9）。 
 

用語解説 

温暖化レベル：産業革命前と比べた時の全世界の平均

気温の上昇幅（℃）です。有効な対策を取らない

場合、今世紀末に温暖化レベルが４℃に達すると

されています。 
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図２．瀬戸内海における養殖ワカメの生長への温暖

化の影響 

上段：現在の環境下での生長（黒実線）予想 

中段：温暖化レベル２℃の環境下での生長予想 

下段：温暖化レベル４℃の環境下での生長予想 

中下段の左図は現行品種（紫実線）、右図は高温耐

性品種（紫点線） 

＊生長は全長（m）で示し、現在の生長（黒線）と

の比較も合わせて示した 


